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創業当時の看板 
社員4名で鬼塚株式会社を設立 

第1号バスケットボールシューズ （1950年） 
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会社概要 

社名：     株式会社アシックス 

創業：    昭和24年9月1日 神戸市にて創業 

資本金：   239億7千2百万円 

事業内容： 各種スポーツ用品等の製造および販売 

従業員数： 8,823名 （連結 2018年12月31日時点） 

子会社：   国内7社 海外47社 （2018年12月31日時点） 
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業績の数字 

創業哲学 

健全な身体に健全な精神があれかし 

Anima Sana In Corpore Sano 

鬼塚喜八郎は、戦後の青少年が進むべき道を失っていた時代、「若者に夢を与えることができる事業

を興したい」という想いを抱いていた。時を同じくして、ユベナリスの名句「健全なる身体に健全なる精

神が宿れかし（Anima Sana In Corpore Sano＝A Sound Mind in a Sound Body ）」に

出会い、感銘を受ける。 

スポーツは心身をバランスよく育むことができると気付き、青少年の健全な育成に貢献できるスポーツに、

人生を捧げることを決意した。 

創業者の思いが、社名ASICSの由来となっている 



カテゴリ別内訳 

スポーツシューズ類 

83% 

スポーツウエア類 

12% 

スポーツ用具類 

5% 

売上高 3,866億円（2018年12月期） 
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BUSINESS 

'00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17 '18 '20

Asia Pacific

Europe

Americas

Japan

33%  38%    41%   44%   47%    54%   59%   61%   59%   58%   62%    62%   64%  70%   80%   76%   74%  78%    74%             海外比率  

1,264 

1,710 

3,540 

4,284 

3,991   
3,866 

2000年からの15年間で売上は3倍以上にアップ 

現在、海外比率は約75 ％ 

※2014年12月期は 

変則決算のため、 

１～３月の国内売上が 

含まれていません。 

※ 

海外比率が50%を
超える 

5,000 
Target 

4,001 

単位：億円 
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GROUP 

国内7社、海外47社 
欧州、北米、南米、米州、東南/南アジア、オセアニア、中華圏、韓国、日本 

ASICS France 
ASICS Deutschland 
ASICS UK 
ASICS Italia 
ASICS Iberia 
ASICS Austria 
ASICS Polska 
ASICS Russia 
ASICS Skandinavia 
ASICS NORGE 
ASICS Denmark 
ASICS Sverige 
ASICS South Africa 
ASICS Middle East 

HAGLÖFS 

ASICS 
Corporation 

ASICS Canada 
ASICS Sports 
Mexico 

ASICS America 

ASICS Europe 

ASICS Oceania 

ASICS China 

ASICS Taiwan 
ASICS Hong Kong 

ASICS Asia 

ASICS India 
ASICS Thailand 
ASICS Malaysia 

ASICS Korea 

ASICS Japan 

ASICS Digital 

ASICS Brasil 

ASICS Chile 
ASICS Peru 
ASICS Argentina 
ASICS Columbia 
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PRODUCTS 

WORKING PRODUCT 

アスレチックスポーツ事業領域 

スポーツライフスタイル 
事業領域 

健康快適事業領域 
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健康快適事業領域 機能訓練特化型デイサービスTryus（トライアス） 

「Tryus（トライアス）西宮」 

・要支援1,2および要介護1,2の認定者を主な利用者とし、それ以上重度の介護状態にならないことを目指す 
・身体と頭を同時に活性化させる「デュアルスパーク」という当社独自の運動サービスプログラムを活用 

健康維持を目的としたサービスの実施 
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健康快適事業領域 ウォーキングシューズ 

FITNESS WALKING 

1983年スタート。 
スポーツシューズ開発で培った技術を応用し、履きやすさと歩きやすさを追求している 
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健康快適事業領域 ワークプロダクト 

1990年にスタート。 
安全性はもちろんのこと、スポーツでつちかった知的技術を活かした快適性や 
デザインで現場を支える。 
「滑りにくい」、「つまずきにくい」と、働く現場で高い評価を得ている作業用靴や、 
多忙な日々を送る医療従事者に向けたシューズなどを展開。 
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沿革 

ローマオリンピック視察後、北米市場を視察 

東京オリンピックで多くの海外選手にシューズ提供 

アメリカ駐在事務所（シカゴ）を開設 

ドイツにオニツカタイガーGmbH（デュッセルドルフ）を設立 

ペルーに中南米駐在事務所（リマ）を開設 
アシックスタイガーブラジル（サンパウロ）を設立 

アシックスタイガーオセアニアLATY.LTD.（シドニー）を設立 

創業者鬼塚喜八郎 

ローマオリンピックにて 

3社合併により株式会社アシックス誕生 

欧州の統括会社としてオランダにアシックスヨーロッパB.V.を設立 

1972 

1964 

1960 

1975 

1979 

1984 

1977 

1986 

1994 

アウトドア事業強化拡大のため、ホグロフスホールディングABを買収、連結子会社化 2010 

デジタルマーケティングによるDTC戦略強化のため、FitnessKeeper社を買収、連結子会社化 2016 

ジェレンクU.S.A.,Inc.を引き継ぎ、ｱｼｯｸｽ ｽﾎﾟｰﾂ ｵﾌﾞ ｱﾒﾘｶ Inc.とする 

東欧における販売体制強化のため、アシックスロシアを設立 2008 

中国における販売体制強化のため、愛世克私商貿有限公司を設立 2006 

東南アジアでの販売体制強化のため、アシックスアジアPTE.LTD（シンガポール）を設立 2014 

2018 代表取締役社長COOに廣田康人が就任。尾山基は代表取締役会長CEOとなり、新体制になる 
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アシックスの健康経営の考え方 1 5
 

『創業哲学』 

“Anima Sana In Corpore Sano” 

健全な身体に健全な精神があれかし 

『ビジョン』 

スポーツでつちかった知的技術により、 

質の高いライフスタイルを創造する 

          ⇒健康経営 

 

      
 

 

 
会社への効果と従業員とその家族への効果を意識することで、
よりリターン効果が期待できます。 
会社と社員が一緒に健康を促進することが健康経営の戦略の
一つと考えます 



健康経営 
・心身のバランス 
・企業理念の醸成 

 
社員の生活の質の向上、健康寿命の延伸 

 
ex.)メンタルヘルス、フィジカルヘルス、受動喫煙防止 

従業員のエンゲージメント向上 
・イキイキと働ける環境を実現 

 

社員の熱意を引き出す 
 

ex.)エンゲージメントサーベイの実施、 
   現場レベルのアクションプラン、キャリア面談 

働き方改革 
・多様な人財が最大限能力を発揮できる制度・環境の整備 

・ワーク・ライフ・バランスの充実 
 

社員が自律的に働く 
計画的・効率的に業務を遂行 

 

ex.)フレックスタイム、ゆう活 
      部下への権限委譲、在宅勤務トライアル 

アシックスの健康経営の考え方 1 6
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健康経営活性化のポイント 

トップのコミット 

創業／経営理念 

社員への還元 
ベネフィットへの啓蒙 

担当者の頑張り 

影響力 

創業哲学、アシックスの理念 
基盤 

個々人の腹落ち 
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国の課題 

超高齢化社会 

 社会保障費の増加による財政の圧迫 

 生産年齢人口の減少による労働力の低下 

 介護離職による労働力の更なる低下  
 

国民の健康寿命の延伸、あるべき医療費・介護費の実現！ 
 

企業 

健康経営、働き方改革（ワーク・ライフ・バランス、ダイバーシティなど） 

保険者 

データヘルス計画、コラボヘルス、特定健診、特定保健指導 

個人 

就労時の健康づくりや重症化予防などの健康投資 
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出典：経済産業省 



健康経営とは？ 2 0
 

出典：健康経営研究会 



健康経営係る顕彰制度について 2 1
 

出典：経済産業省 



選定要件とフレームワーク 

＜健康経営度調査＞ 

経営から現場まで各視点から健康の取り組みが行われているかを評価 
 

①「健康経営が経営理念・方針に位置づけられているか」 

②「健康経営に取り組むための組織体制が構築されているか」 

③「健康経営に取り組むための制度があり、施策が実行されているか」 

④「健康経営の取り組みを評価し、改善に取り組んでいるか」 

⑤「法令を遵守しているか」 
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出典：健康経営銘柄2019選定企業紹介レポート 

・受動喫煙対策に関する取り組み 
・生活習慣病予備群者への特定保健指導以外の保健指導 
・健康保持・増進やメンタルヘルスに関する教育 
・各施策の参加率（実施率）を測っていること 
・女性の健康保持・増進に向けた取り組み 



健康経営度調査 回答状況2019 2 3
 

出典：健康経営銘柄2019選定企業紹介レポート 



「健康経営銘柄2019」選定企業 2 4
 

＜健康経営銘柄2019＞ 
28業種 37社が選定 

＜健康経営優良法人(ホワイト500)＞ 
大規模法人部門：818法人 

中小規模法人部門：2502法人 

ちなみに・・・福岡県のみやま市役所が健康経営優良法人＜大規模法人部門＞に認定 
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アシックスの健康経営の取組み 



変遷 2 6
 

年 TOPICS 顕彰 

1988 ・アシックス診療所開設 
 （産業医・看護師常駐） 

2001 ・健康管理室開設 
 （2002年～メンタルヘルス活動開始） 

2008 ・健康推進室に改名 
 （健康管理だけではなく健康推進活動へ） 

2015 ・健康経営銘柄2015（初回）選定 
・がん対策推進パートナー 就労部門 受賞 

2017 ・ASICS Well-being体制開始 
・健康経営宣言発信 

2018 ・健康経営優良法人（ホワイト500）認定 
・DBJ健康経営（ヘルスマネジメント）格付 
総合スポーツ用品メーカーで初めて 「従業員の健康配慮
への取り組みが特に優れている」という最高ランク格付取得 
 

2019 ・健康経営銘柄2019選定 
・スマートミール認証 
・第２回健康づくりチャレンジ企業アワード  
                 最優秀賞（知事賞）受賞 
 



①経営理念・方針 

社内外に対して健康経営に対する取り組みを示す健康宣言を発信 

ASICS 健康経営宣言 
 
 当社の社名は「もし神に祈るならば、健全な身体に健全な精神があれかし、と祈るべ
きだ」という古代ローマ風刺作家ユベナリスの言葉に由来します。 
アシックスはその願いを体現する企業として、従業員が身体的、精神的および社会的に
健康であるべきだと考えます。 

 
ここにASICS  健康経営宣言をします。 

 
「アシックスは、従業員とその家族の “Well-being（身体的・精神的・社会的に良
好である状態）” を目指し、健康推進活動を行なっていきます」 

※Well-being：身体的、精神的、社会的に良好な状態(世界保健機関 (WHO)憲章草案) 
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②組織体制 2 8
 



③施策実行 ④評価・改善 2 9
 

  Q1 Q2 Q3 Q4 

オーナー（COO） 【オーナー報告】   【オーナー報告】 

CWO 
（Chief Well-being 

Officer） 

【CWO報告】   【CWO報告】 

ASICS Well-being 
committee 【週1回MTG】 

アシックスグループ 【Ｇ会社MTG】 【Ｇ会社MTG】 

 

 

 

▼施策の三本柱 

フィジカルヘルスケア メンタルヘルスケア スモークフリー施策 



＜メンタルヘルスの４つのケア＞ 
メンタルヘルスケア 

メンタル課題の早期発見解決 

 ・セルフケア、ラインケア 

 ・医療スタッフ・産業医、外部EAPによるケア 

▼研修実施 
 

• セルフケア（全社員） 
 
 
 
 

 
• ラインケア（全管理職） 

▼社員面談 
 

▼EAP／Employee Assistance Program

（従業員支援プログラム） 

良かったこと 
・社員のささいな変化や健康面の課題の早期発見 
 
苦労したこと 
・社員と産業保健スタッフのつながり 
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スモークフリー 

2019年1月より事業場内完全禁煙 

「スモークフリー」開始！ 

▼社長メッセージ ▼卒煙サポート（セミナー） 

・喫煙の体への影響 
・呼気CO2チェック 
・卒煙の方法紹介 
・ニコチンガム提供 
・卒煙宣言 
・卒煙ラリー紹介 

トップダウンの
重要性 

良かったこと 
・社長からのトップダウンにより推進が、よりスピーディに！ 
 
苦労したこと 
・喫煙者へのサポート体制の構築 
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食習慣改善プログラム 

例）3月テーマ『腸活』 
腸活とは、腸内環境を整えることで腸本来の機能を活性化させることを指します。 
身体本来のデトックス機能を高め、便秘や肌荒れの改善、免疫力向上や肥満防止にもつながります。 
 

500kcal台をベースに、下記を取り入れたメニューを開発しています！ 
・食物繊維を1日の3分の1以上（6.7g） 
・発酵食品を2種類以上使用  

食堂業者とコラボして提供 

《牛肉と野菜のテンメンジャン炒め》 
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食習慣改善プログラム 

スマートミール認証（アシックス神戸本社） 
第２回「健康な食事・食環境」認証制度 

認証基準に適合した食事（スマートミール※1）を、継続的かつ健康的な環境（栄養情報の提供や
受動喫煙防止等に取り組んでいる環境）で提供している外食、中食、給食部門 
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※1 「スマートミール」とは 
健康に資する要素を含む栄養バランスのとれた食事（主食・主菜・副菜のそろった食
事）を指します。 「健康な食事・食環境」コンソーシアムが認証 

良かったこと 
・食堂業者の積極的な協力 
 
苦労したこと 
・1回きりのイベントで終わらせない 



  

イベント・セミナー実施   

◆腰痛・肩こり（Well-be シートの設置） 
 
  

全社員を対象に健康に関する調査を行い、健康課題に対して社内で運動イベントや健康セミナーを開催 
 

2019年課題：睡眠 、 腰痛・肩こり 、 口腔衛生 
 
◆睡眠（情報発信） 

◆口腔衛生（事業場内歯科検診） 
 

・あなたの睡眠はどうですか？ 
・自分の睡眠について知りましょう 
・日中の眠気について 
・寝付けないとき 
・睡眠と生活習慣病の関係 
・寝苦しい日の睡眠のとり方 
・お風呂と睡眠の関係 

・歯科定期健診の重要性を再確認 
・早速、歯医者の予約をとった 
・フロスを使い始めた 
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イベント・セミナー実施   

◆自転車メーカーと 
  タイアップイベント 

◆ヨガイベント 

◆ゴルフイベント 

◆運動セミナー 
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アンケートを実施することで、課題や反省点を分析！次回につなげる！ 



  

イベント・セミナー実施   

◆食事セミナー 《基礎知識習得》 

◆乳がんセミナー ◆前立腺がん 
（e-ラーニング） 

良かったこと 
・実際の課題へのアプローチ 
・意識付け、機会の創出 
 
苦労したこと 
・興味持ってもらえる内容をテーマにする 
・参加者が同じ人になってくる 
・無関心層へのアプローチ 

◆特定保健指導の事業場内実施 
 

特定健診の結果、特定保健指導の 
対象者には、社内で受診可能 
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数値の見える化 

ASICS Well-being report 発行 
 
TOPメッセージや健康経営関連KPI数値の進捗、今後実施される施策を紹介 

良かったこと 
・社内外への周知、見える化 
 
苦労したこと 
・コンテンツ作り 

3 7
 



今後の課題 

• 更なる経営層を巻き込んだ健康経営の推進 

• PDCAサイクルを確実にまわす 

• データヘルスの活用 

• コラボヘルス（保険者との連携/医療費削減） 

• ヘルスリテラシーの向上 

• アシックスグループでの健康経営推進 

• グローバルでの展開        

・・・etc 
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少し、アピール・・・ 

企業向け健康増進プログラム  

「ASICS HEALTH CARE CHECK」 
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最後に・・・ 

スポーツマン精神 

１．スポーツマンはルールを守る 

２．スポーツマンはフェアプレーの精神に徹する 

３．スポーツマンは絶えずベストを尽くす 

４．スポーツマンはチームの勝利のために闘う 

５．スポーツマンは能力を高めるために常に鍛錬する 

６．スポーツマンは、 

   「ころんだら、起きればよい。失敗しても成功する までやればよい。」 
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心身ともに健康で、明るい従業員が、 
世界で活躍する企業を目指して参ります！ 



Thank you! 


